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審査結果要旨
 顔面外傷の中でも下顎骨骨折の頻度は高く,その治療は口腔外科の中でも重要な位置を占める。
 その治療においては,患者の皐期の社会復帰が求められ,従来からの非観血的な顎間固定法にか
 わり観血的整復固定術が行われるようになっている。
 本論文では下顎骨正中部の骨折に対する観壷的整復固定術において,ネジ止め固定法を行なう
 際に,従来からのネジを骨折面と骨表面とのなす角度の圭/2方向に挿入するかわりに,ネジを骨
 折面に垂直に挿入する1ネジ止め法を行った際の安定性について・生体力学的な観点から検討を加
 えている。
 瓢腔外科臨床において下顎骨の解剖学的な形態を利胴した簡便なネジ止め固定法の安定性や,
 周囲の骨に対する生体力学的な影響を験討する意義は大きいと考えられる。
 本研究では,三次元ソリッド要素を用いた有限要素法を用い要素数約5700,節点数玉300からな
 る有限要素モデルで解析を行ない,それぞれの闘定法について,骨折面での接触状態をも加味し
 て検討を換えている。
 数値実験はいずれも綿密に計画されており,研究目的に適切であり,データの解析にも問題な
 いものと判断できた。
 研究結果についてみると著者は以下のような結果を得ている。
 (1)骨折面で骨片間の接触が得られた場合には,良好な園定性が得られた。しかし,骨片間の接
 触が得られない場合には,離開量が増大し,骨折面付近のネジとネジの周闘に大きな応力の集
 中を認めた。
 (2)ネジ1本を骨折面と垂直に挿入した場合,下方園定の方が,上方固定よりも離解量が小さか
 った。
 (3〉ネジを骨折面と骨表面のなす角度の1/2方向に挿入した場合,左と右との聴みしめで固定性
 および応力の集中の程度に違いが認められた。
 (4)ネジを骨折面に垂直に挿入する方法は,骨折面での骨接触が得られる場合には有用な固定法
 である。
 以上のような結果は,生体力学的な観点から骨接合法を検討するという新しい視点が導入され
 ており,下顎骨骨折に観血的整復固定を適用する上で最も効果的な固定法を選択するための有用
 な情報として高く評価されるものである。
 さらに,本碩究は骨折の治癒について動物実験を避けコンピュータシュミレーションである有
 限要素法を用いて解析を行なっており,そうした点からも更に新しい発展が期待される研究であ
 り,その独創性も十分に高い。よって本研究は,博士(歯学)の学位授与に値するものと判断で
 きる。
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